
【BRIDGE施策2】ネイチャーポジティブ経済移行戦略を踏まえた、各セクターにおけるルールメイキングと市場創造促進事業

【横断・基盤WG】ネイチャーポジティブ経済実現に向けた国際ルールメイキングによる市場形成と戦略立案による市場獲得の 具現化のための

プロセス検討・ロードマップ策定プロジェクト

【研究開発期間】令和６年度～８年度
【代表機関名/研究開発責任者】東京大学 石井 奈緒子

【課題】
• 国際ルールメイキングの主戦場がカーボンニュートラルからネイ
チャーポジティブ(NP)へと推移しつつあり、2025年のブラジルでの
COPがアジェンダ形成の重要なマイルストーンとなる。

• NP領域における国際ルールメイキングに日本は打って出れておらず、
欧州等が主導する形で進展する可能性大。

• NPに関する様々な技術開発が大学・研究期間等で実施されているもの
の、NP市場が存在しないため、民間からの投資は過小。

• 企業の取組も情報開示(TCFD, TNFD等)に留まり、価値づけと価値獲
得に繋がっていない。

【R7実施内容】
• NP市場を形成するためのネイチャーファイナンスの国際ルールメイ
キングの検討。

• NP市場を獲得するための技術・標準化戦略の策定。
• NPの実現を支えるコミュニティの形成。

【R6年度成果によるR7～８年度の取組】
• 日本が国際的に影響力を持ち得る林業セクターに注力し、自然資本価
値に基づいた経済のコンセプト検証等を実施。

• ネイチャーファイナンスの国際ルールメイキングを具現化するための
プロセス検討・ロードマップ策定

• NP市場を獲得するための技術・標準化戦略の有効性の検証。

【概要】ネイチャーポジティブ経済の実現のために必要となるネイチャーポジティブ市場を創造するため国際ルールメイキングの在り方と道筋を検
討し、国際社会と協働する体制を構築。ネイチャーポジティブ市場規模を算出し、我が国における同領域及び関連領域の技術の優位性を分析する
ことで、我が国としての攻めの戦略、守りの戦略を描き、他のWGや企業との協働のもと標準化および事業化に向けた方策を策定。

【R7研究概要】

【実施体制】
統括・研究代表機関：東京大学、協力機関：非公開

ネイチャーファイ
ナ自然資本へのン
スの国際ルールメ
イキング

価値づけがなされて
いない「自然資本」

ファイナンス マーケット テクノロジー等

存在しない
ネイチャーポジティブ市場

ネイチャーポジティブ
市場の創出

様々な技術、研究開発事業化？

標準化？

市場獲得

先行者優位の実現価値づけ

日本の強みである環境
DNAを活用した観測
とモデリング技術など

市場形成のための
ルールデザイン

国際ルールメイキング
のためのアドボカシー

価値の受け取り手
との連携

達成目標からのバック
キャスティング

林業

農業・食品

鉱業

漁業

自然保護等

測定、価値評価、
対話を通じ、

変更すべきマーケット
インフラを特定し、

財務インパクトを提示

各セクター毎でフォー
ラム標準化

国際ルール
メイキングに
向けたアジェ

ンダ設定と
ルールメイ
カーとの対話

内在価値
に基づく
キャッシュフ
ローの具
現化

Nature on the 
Balance Sheet

✓ ネイチャーの資本・資産
価値評価

✓ キャッシュフローを産
むためのルール設計

東京大学


	掲載用.pdf
	スライド 6: 【BRIDGE施策2】ネイチャーポジティブ経済移行戦略を踏まえた、各セクターにおけるルールメイキングと市場創造促進事業 【横断・基盤WG】ネイチャーポジティブ経済実現に向けた国際ルールメイキングによる市場形成と戦略立案による市場獲得の 具現化のための  プロセス検討・ロードマップ策定プロジェクト


